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「日本の力」発信 ！
理想国家日本の創造に向けて ！

「以心伝心」
お互いを想う心とOMOIYARIの心

『精を磨きて、難に挑む』

直前理事長

　新年明けましておめでとうございます。 
　昨年は皆様のご協力のおかげをもちまして、 理事長という大役を無事に終えることが出来ま
した。 心よりお礼申し上げます。 本年度は直前理事長という立場で杉山理事長のもと、 萩青
年会議所の 50 周年の節目の年を精一杯、 努めてまいります。 本年もよろしくお願いします。

　新年明けましておめでとうございます。 
　昨年中は社会開発委員長として皆様方には多大なるご協力ご支援をいただき誠にありがと
うございました。 本年は杉山理事長の掲げる 「創生 ～魂がふるえるとき時代は動く～」 のス
ローガンのもと、 専務理事という大役を賜り大変身が引き締まる思いでございます。 また本
年は （社） 萩青年会議所創立 50 周年の記念すべき年でございます。 微力非才の身ではござい
ますが一意専心職務に精励いたす所存でございますので、 何卒皆様方のご指導ご支援を賜りま
すようお願い申し上げます。

　新年明けましておめでとうございます。 
　昨年中は総務情報委員会委員長として、 メンバー始め OB の皆様方には多大なるご支援を賜
り誠にありがとうございました。 お陰をもちまして、 小橋直前理事長の下、 新年宴会にはじま
り、 先般行われた卒会式では 4 名の卒会者の皆様を無事お送りすることができました。 本年、 
杉山理事長のもと、 50 周年という節目の年を副理事長という過分な役職を拝命し、 微力なが
らも縁の下を支えさせて頂く所存でございます。 若輩者ではございますが、 今後ともご指導
ご鞭撻を賜りますよう、 よろしくお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。 本年度萩青年会議所創立 50 周年という節目の年
に杉山理事長の 「創生 ～魂がふるえるとき、 時代は動く～」 のスロ－ガンの下、 事業担当副理
事長として社会開発委員会、 事業推進委員会の 2 委員会を担当させていただく事となり大変
光栄に思うとともに責任の重大さを感じております。 節目の年の事業の全てが無事に遂行で
きますように、 微力ではありますが精一杯尽力してまいりますので、 皆様のご指導ご鞭撻のほ
どよろしくお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。 本年、 （社） 萩青年会議所創立 50 周年の節目の年
を迎えます。 この記念すべき年に総務情報委員長という活躍の場を仰せつかり、 責任の重さ
と感謝の気持ちでいっぱいです。 
　委員会スローガン 「CUSTOMER SATISFACTION」 のもと皆様に少しでも満足していただけ
るよう、 そして次なる 100 周年に向けていいスタートが出来るよう委員会メンバー一同がん
ばりますので一年間どうぞよろしくおねがいいたします。

　2007 年に思う
　" 幹を見ずして、 枝葉で判断する " そんな人間にはなるな。 父の教えです。 
JC という組織、JC の仲間、 私は JC をもっと内側から滲み出るような素晴らしいオーラを放
つ団体にならないかなと、 常々思っております。 我々仲間内では充分に理解していることも、 
外部から見たらどうなんだろう？我々の活動は地域活性化といっているが、 我々のマスター
ベーションに終わっていないか？いつも自問自答しております。 私は今年が、 卒会の年であ
り 50 周年の年です。 先輩方が作った 50 年という重みを感じ、 私自身がその世界へ飛び込も
うとしている狭間である今、 後輩のために私が唯一出来ることそれは、 本質を見抜き、 その本
質のもと、 自分を曲げず信じて貫き行動すること、 ただ一つ。
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